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一般質問 ● 村政を問う

問
　
財
政
規
模
が
拡
大

さ
れ
る
と
し
て
い
ま
す
が
、

負
担
軽
減
に
ど
う
結
び
付

け
る
の
か
。

答
　
福
祉
事
務
を
直
接

行
う
こ
と
が
で
き
、
き
め

細
か
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

で
き
ま
す
。

　
住
民
負
担
は
従
来
通
り

で
す
。

問
　
生
活
保
護
関
係
の

持
ち
出
し
は
、
財
政
状
況

に
よ
っ
て
ど
う
変
わ
る
の

か
。

答
　
国
負
担
の
交
付
に

よ
り
、
新
た
な
持
ち
出
し

は
あ
り
ま
せ
ん
。
市
に
お

い
て
も
サ
ー
ビ
ス
低
下
に

な
ら
な
い
よ
う
に
努
め
ま

す
。

問
　「
住
民
自
治
日
本
一
」

の
達
成
手
法
と
住
民
に
何

を
求
め
る
の
か
。

答
　「
自
治
基
本
条
例
」

の
制
定
を
進
め
、
地
域
を

支
え
、
皆
さ
ん
の
思
い
に

答
え
る
体
制
を
整
え
ま

す
。

　
地
域
課
題
を
行
政
、
地

域
全
体
で
共
有
し
、
行
動

し
ま
す
。

持
続
・
継
続
で
き
る

農
業
支
援
を

問
　
国
が
進
め
る
農
地

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
は
実
態

に
即
さ
な
い
こ
と
か
ら
本

村
の
農
業
に
ど
う
リ
ン
ク

す
る
の
か
。

答
　
認
定
農
業
者
の
育

成
を
推
進
し
、
地
域
の
実

情
を
考
慮
し
な
が
ら
進
め

ま
す
。
プ
ラ
ン
の
策
定
は

地
域
農
業
の
あ
り
方
を
合

意
の
基
に
決
め
ま
す
。

問
　
農
地
の
耕
作
放
棄

地
を
ど
う
解
消
す
る
か
。

農
業
者
に
縛
ら
な
い
有
効

利
用
の
考
え
は
。

答
　
担
い
手
農
家
へ
利
用

集
積
を
支
援
し
ま
す
。

　
市
民
農
園
の
活
用
等
に

取
り
組
み
ま
す
。

衰
退
す
る
農
業

本
村
の
酪
農
事
情

市
制
施
行
後
の

　
　
　
行
財
政
は

き
め
細
か
い

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
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問
　
①
市
制
移
行
を
住

民
参
加
方
式
で
盛
り
上

げ
を
図
る
為
に
市
章
・

市
民
歌
・
市
民
憲
章
・

マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
を
公
募
す
る
考
え

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

②
滝
沢
姓
の
有
名
人（
例

滝
沢
秀
明
氏
）を
宣
伝
・

観
光
大
使
に
お
願
い
す

る
考
え
は
。

③
各
県
の
滝
沢
姓
の
方
に

も
同
じ
く
大
使
に
任
命

を
す
る
考
え
は
。

④
市
制
移
行
後
も
残
し
た

い
も
の「
10
傑
」を
公
募

す
る
考
え
は
。

答
　
①
市
章
は
現
在
の

も
の
を
使
用
し
ま
す
。

市
民
歌
は
移
行
後
に
検

討
・
市
民
憲
章
は
自
治

基
本
条
例
の
前
文
で
謳

い
ま
す
。

　
　
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
は
カ
ウ
ン
ト
ダ

ウ
ン
デ
ィ
ス
プ
レ
ー
の

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
使
用

し
ま
す
。

②
③
滝
沢
姓
の
有
名
人
や

各
県
の
方
の
宣
伝
・
観

光
大
使
の
任
用
は
考
え

て
い
ま
せ
ん
。

④
歴
史
・
風
土
・
文
化
は

引
き
継
ぎ
ま
す
が
公
募

は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

問
　
市
制
移
行
後
に
住

所
変
更
に
な
る
が
、
滝
沢

地
域
は
盛
岡
北
郵
便
局
で

周
知
用
の
無
料
ハ
ガ
キ
を

発
行
し
て
く
れ
る
そ
う
で

す
が
、残
る
大
釜
・
篠
木
・

大
沢
・
鵜
飼
地
域
の
変
更

を
ど
の
よ
う
に
市
外
へ
周

知
す
る
の
か
伺
い
ま
す
。

答
　
総
務
大
臣
の
告
示

後
に
は
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を

全
世
帯
へ
配
布
を
し
て
周

知
い
た
し
ま
す
。

問
　
市
制
移
行
後
の
市

役
所
組
織
の
あ
り
方
は
ど

う
あ
る
べ
き
か
。
加
え
て

税
収
を
担
う
部
門
の
産
業

経
済
部
全
体
の
組
織
強
化

策
が
求
め
ら
れ
ま
す
が
、

考
え
を
伺
い
ま
す
。

答
　
市
制
移
行
後
は
福

祉
事
務
所
の
設
置
が
必
置

に
な
る
事
か
ら
、
現
在
の

健
康
福
祉
部
の
増
員
を
検

討
し
て
お
り
、
生
活
保
護

の
業
務
に
は
専
任
の
職
員

を
配
置
し
ま
す
。

　
28
年
開
催
の
、い
わ
て

国
体
推
進
室
を
教
育
委
員

会
へ
設
置
す
る
予
定
と
し

て
い
ま
す
。

　
市
と
し
て
自
立
し
て
い

く
こ
と
か
ら
、
税
収
の
確

保
に
は
特
産
品
の
販
売
と

開
発
が
求
め
ら
れ
、
そ
の

部
門
を
担
当
す
る
産
業
経

済
部
門
の
強
化
に
努
め
ま

す
。

市
制
移
行
と
住
民
参
加
の

　
盛
り
上
げ
策
を

市
章
は
現
デ
ザ
イ
ン
で

住
所
変
更
は
パ
ン
フ
で
周
知
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問
　
観
光
及
び
地
域
づ
く

り
と
一
体
的
な
着
地
型
観
光

の
進
め
方
及
び
チ
ャ
グ

チ
ャ
グ
馬
コ
や
物
産
の
県

外
展
開
の
実
態
は
ど
う
か
。

答
　
地
域
力
を
支
援
し
、

「
滝
沢
ら
し
さ
」の
岩
手
山

麓
工
房
群
、
春
子
谷
地
湿

原
、鬼
越
蒼
前
神
社
や
大
沢

の
南
部
曲
り
家
な
ど
を
結

び
、
レ
ン
タ
カ
ー
や
タ
ク

シ
ー
を
利
用
し
て
横
断
で

き
る
着
地
型
観
光
を
目
ざ

し
て
い
ま
す
。

　
県
外
展
開
で
は
、24
年
度

は
、４
月
に
滋
賀
県
栗
東
市

Ｊ
R
A
栗
東
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
乗
馬
苑
、９
月
に

東
京
都
世
田
谷
区
馬
事
公

苑
、10
月
に
東
京
都
府
中
市

東
京
競
馬
場
へ
派
遣
し
て

い
ま
す
。

　
25
年
度
も
、４
月
に
相
模

原
市
の「
桜
ま
つ
り
」に
チ
ャ

グ
チ
ャ
グ
馬
コ
を
派
遣
し
、

同
時
に
物
販
も
実
施
し
滝

沢
村
の
P
R
と
親
善
交
流

に
努
め
ま
す
。

　
村
内
特
産
品
の
販
売
と
、

P
R
は
、８
月
の
東
京
都
の

第
34
回
世
田
谷
区
た
ま
が

わ
花
火
大
会
に「
た
き
ざ
わ

観
光
物
産
展
実
行
委
員
会
」

と
し
て
、11
月
に
は
東
京
都

新
橋
で「
盛
岡
・
八
幡
平
広

域
観
光
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト
実
行

委
員
会
」主
催
の
物
産
展
に

参
加
し
ま
し
た
。

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売

の「
チ
ャ
グ
ま
る
し
ぇ
滝
沢
」

を
運
営
し
て
い
る
観
光
協

会
と
、ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ

で
好
評
を
得
て
い
る
り
ん

ご
の
ド
ラ
イ
フ
ル
ー
ツ
や
ク

イ
ッ
ク
ス
イ
ー
ト
の
干
し
芋

等
の
特
産
品
開
発
も
支
援

し
ま
す
。

太
陽
光
発
電
導
入

26
年
度
か
ら
具
体
化

問
　
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
導
入
の
予
定
は
。

答
　
役
場
庁
舎
へ
の
太
陽

光
発
電
の
導
入
に
つ
い
て

は
、25
年
度
に
実
施
設
計
を

行
い
、26
年
度
に
導
入
し
ま

す
。そ
の
後
、避
難
所
指
定

と
な
っ
て
い
る
小
中
学
校
な

ど
に
計
画
的
に
導
入
す
る

予
定
で
す
。

　
ま
た
、交
流
拠
点
複
合
施

設
建
設
で
は
、太
陽
光
発
電

の
ほ
か
、地
中
熱
を
利
用
し

た
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
で
の
冷
暖

房
な
ど
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
導
入
を
検
討
し
て

い
ま
す
。

小
学
生
は
T
V
好
き
で
読

書
嫌
い
、
中
学
生
は
T
V

見
過
ぎ
予
習
少
な
い

問
　
本
村
の
小
中
学
生
の

優
れ
た
点
、
ま
た
、
今
後
指

導
に
力
点
を
置
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
点
は
何
か
。

答
　
小
学
生
の
優
れ
て
い

る
項
目
は「
普
段
、１
日
当

た
り
１
時
間
以
上
学
習
す

る
割
合
」が
70
・
８
％
と
全

国
よ
り
11
ポ
イ
ン
ト
以
上

高
く
、「
地
域
の
行
事
に
参

加
す
る
割
合
」が
79
・
７
％

と
16
ポ
イ
ン
ト
以
上
高
い
こ

と
で
す
。

　
マ
イ
ナ
ス
傾
向
の
項
目

は
、「
普
段
、３
時
間
以
上
テ

レ
ビ
、
ビ
デ
オ
、Ｄ
Ｖ
Ｄ
を

見
た
り
聞
い
た
り
し
て
い

る
割
合
」が
、
47
・
８
％
と

５
ポ
イ
ン
ト
以
上
高
い
こ
と

と
、「
読
書
が
好
き
と
答
え

る
割
合
」が
、６
ポ
イ
ン
ト

以
上
低
い
こ
と
で
す
。

　
中
学
校
で
は
、「
家
で
宿

題
を
し
て
い
る
割
合
」が
、

94
・
４
％
と
全
国
数
値
よ

り
も
８
ポ
イ
ン
ト
以
上
高

く
、「
地
域
の
行
事
に
参
加

す
る
割
合
」が
65
・
１
％
と

27
ポ
イ
ン
ト
以
上
も
高
い
こ

と
で
す
。

　
マ
イ
ナ
ス
傾
向
の
項
目

は
、「
普
段
、３
時
間
以
上
テ

レ
ビ
、
ビ
デ
オ
、Ｄ
Ｖ
Ｄ
を

見
た
り
聞
い
た
り
し
て
い
る

割
合
」が
、
37
・
９
％
と
５

ポ
イ
ン
ト
以
上
高
く
、「
家

で
授
業
の
予
習
を
し
て
い
る

割
合
」が
、
19
・
９
％
と
10

ポ
イ
ン
ト
以
上
低
い
こ
と
で

す
。

相
模
原
市
と
の
サ
ッ
カ
ー

交
流
の
調
査
検
討
も

問
　
相
模
原
市
と
小
学
生

サ
ッ
カ
ー
合
同
合
宿
や
交

流
試
合
の
企
画
は
な
い
か
。

答
　
相
模
原
市
と
の
サ
ッ

カ
ー
に
よ
る
交
流
も
国
体

成
功
に
向
け
た
機
運
醸
成

の
一
つ
の
方
策
で
す
が
、相

手
方
も
あ
る
こ
と
か
ら
、調

査
検
討
が
必
要
で
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

自
治
日
本
一
め
ざ
し

具
体
的
に
は
こ
れ
か
ら

問
　「
住
民
自
治
日
本
一
」

の
目
標
は
。

答
　
住
民
の
皆
さ
ん
が
豊

か
な
心
で
、共
有
す
る
将
来

像
実
現
の
た
め
に
、自
主
的

に
活
き
活
き
と
や
り
が
い

を
感
じ
な
が
ら
、様
々
な
主

体
と
信
頼
で
結
ば
れ
て
活

動
す
る
場
面
に
溢
れ
た
市

に
な
る
こ
と
で
す
。

問
　「
挨
拶
が
素
晴
ら
し

い
」「
健
康
検
診
率
が
高
い
」

「
自
主
防
災
が
全
地
域
に
出

来
て
い
る
」な
ど
、
具
体
的

目
標
が
実
現
で
き
る
こ
と

が
、「
住
民
自
治
日
本
一
」に

つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
。

答
　
参
考
に
さ
せ
て
頂
き
、

早
目
に
具
体
的
な
進
め
方

を
、住
民
の
皆
さ
ん
に
お
示

し
し
ま
す
。

着
地
型
観
光
振
興
と

馬
コ
・
物
産
県
外
進
展
は

滝
沢
ら
し
さ
観
光
連
携
と

相
模
原
桜
祭
り
等
県
外
へ
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